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1. A,B ∈ B (0 < P(A) < 1, 0 < P(B) < 1) について次を示せ.

AとBが独立⇔ AcとBcが独立

2. 標本空間Ω = {1, 2, 3, 4}とΩ上の σ-集合体

B = {∅, {2}, {3}, {1, 4}, {2, 3}, {1, 2, 4}, {1, 3, 4}, {1, 2, 3, 4}}とする.

X(k) = k (k = 1, 2, 3, 4)とするとき, X が確率変数になるかどうか調べよ.

3. 標本空間Ω = {1, 2, 3, 4}上の σ-集合体 B = {∅, {1}, {2, 3, 4}, {1, 2, 3, 4}} とし, X をΩ

上で定義された実数値関数とする. このとき, X が確率変数になるための条件を求め
よ. (X(1), X(2), X(3), X(4) に関する条件を示す.)

4. X を (Ω,B,P)上の確率変数とし, 任意のA ∈ B1 に対して PX(A) = P(X−1(A))とす
る. このとき以下を示せ.

(a) A1, A2, . . . ∈ B1のとき, X−1(
∪∞

n=1An) =
∪∞

n=1X
−1(An)

(b) PX は (R1,B1)上の確率である.


